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Ⅴ．特記事項 

１．教育の多様化としての IPE（多職種連携教育）の実施 

「甲子園大学中期計画 2020-2024」に基づき、令和 2(2020)年度以降、本学内に、IPE

委員会及び IPE カリキュラム検討委員会を設け、IPE を本学の教育の特色と位置づけ

るべく準備してきた。より効果的な教育を目指し、本学にある栄養学と心理学に加え、

看護学を加えることとした。本学が位置する宝塚市にある宝塚市立看護専門学校（以

下「看護専門学校」という。）と連携することとし、令和４(2022)年５月に、宝塚市と

の間に IPE にかかる連携協定を締結し、教育及び研究分野で両校の関係を強固なもの

にすること、また、地域社会の発展へとつなげること等とする内容の確認をした。 

 

２．IPE の本格実施 

令和 2(2020)年度から IPE について試行実施を重ね、都度学生アンケートを実施し、

アンケートの回答を委員会にて課題整理し、教育プログラムに反映させてきた。 

その結果、IPE は次の３ステップで実施することとなった。 

STEP１： 

専門職種

の理解 

 

多職種連携とは何か、またその必要性について理

解させ、自身の目指す職種にとどまらず、医療・

介護、教育現場で関わる他の職種に関して、その

特性について理解を深める。 

・栄養、心理、看護、医療、福祉など幅

広い分野の専門職の講義 

・３学部の学生同士の交流 

STEP２： 

IP 現 場

を知る 

様々な職種についての学びを深めた学生同士に

よるグループワークを実施する。医療・介護、教

育現場で想定されるケースについて、自身の専門

職種としての姿勢がどうあるべきかについて検

証する。 

・市民病院での３学部合同カンファレ

ンス参加（コロナにより急遽中止） 

・専門職としての学びの紹介をし合う。 

・市内公共施設にて、市民向けイベント

に健康関連ブース出展。 

STEP３： 

IP 現 場

を知る 

多職種連携が実践されている医療・介護、教育現

場で、自身の目指す職種の役割や他の職種との関

わりについて、実際の現場を経験させることより

深い理解を目指す。 

・病院又は教育現場で想定される事例

に基づき、各専門職としてケーススタ

ディ及び発表会を実施。 

試行実施開始時に新型コロナウイルス感染拡大時期が重なり、企画していた取組を

すべてオンラインで実施しなければならなかったが、小規模であること及びオンライ

ンである利点を生かし交流会やケーススタディを続行していたところ、日本保健医療

福祉連携教育学会より、本学の IPE 紹介に関する寄稿の依頼があり、論文を投稿し、

本学及び看護専門学校の取組みが良い事例として紹介された。 

 

３．IPE と地域貢献 

本学は、栄養学と心理学の２学部のみで専門職を養成する小規模大学ではあるが、

IPE は他の教育機関や団体との連携を通じて、本学の教育の特色が活かせる取組みで、

地域と共にある本学にとって、地元自治体と協力関係を深める意味でも、地域に貢献

する手段として適当と考える。令和 5(2023)年度も、新たな連携を模索している。今後

も、IPE の教育内容を深化させ、教授法の研究やノウハウの蓄積を行い、IPE を通じた

地域貢献について、全学的に考えていきたいと考えている。


